
 統計に見る埼玉県の「ワーク」と「ライフ」の特徴  
 

１ 核家族世帯の占める率が        ２ 県外就業者が全国で２番目に多い 

   全国で２番目に高い               

核家族 世帯の割合
（上 位３県・全 国）
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３ 子育て期の男性の就業時間が      ４ 女性の就業率が出産・子育て期に 

    全国で５番目に長い             大きく低下している 
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女性の就業率
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５ 女性の就業希望率が全国で３番目に高い ６ 合計特殊出生率が全国４０位 

女性の就業希望率（上位３府県・全国）
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合計特殊出生率（下位８都道府県・全国）
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 このように、仕事と生活・子育ての両立が難しい現状があります。 

  働く人のワークライフバランスを進めることと、社会全体で子育て支援に取り組むことが 

急務といえます。 

25～44歳男性雇用者のうち週60時間以上 

就業している者の割合（上位５都道府県・全国）  総務省「国勢調査」平成17年 

 総務省「就業構造基本調査」平成19年  厚生労働省「人口動態統計」平成19年（概数） 

 総務省「国勢調査」平成17年  総務省「国勢調査」平成17年 

 総務省「就業構造基本調査」平成19年 

※２００日以上勤務している雇用者対象 


